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A(地球環境学）

以下の問題１～問題２を全て解答しなさい．

問題１地球温暖化に伴う氷の融解などによって，今後数百年間に起こる海水準の上
昇が懸念されているが，次頁の図１，２に示すように海域毎の海水準の変動パ
ターンは複雑である．海水準の変動に関する以下の問１～４に答えなさい．

問１過去１００年間に地球の平均海水準は約15cm上昇した．地球上に存在する以
下のＡ～Ｄの４つの種類の氷の中で，その融解が過去100年間の平均海水準の
変化に，相対的に「大きく寄与したもの」と「寄与していないもの」を，それぞ
れ１つずつ選び，その理由と共に述べなさい．ここでは，「氷の融解による太陽
光反射率(アルベド）の減少が温暖化を加速し,他の種類の氷の融解を促した可
能性」などの「間接的な寄与」は考えないものとする．（それぞれ100字程度）

A.北極海の海氷
B.南極大陸の氷床
C.グリーンランドの氷床
Dj南極大陸とグリーンランドの氷床以外の山岳氷河

問２今後数百年間に，温暖化が地球の平均海水準を上昇させるプロセスの中には，
氷の融解以外に大きな役割を果たすものがある．そのプロセスが今後の海水準
変化に与える影響の見通しも含めて,そのプロセスについて説明しなさい.(1００
字程度）

問３次頁の図１のように，人工衛星で観測された近年（1993～2012年）の海水準
の上昇率は地球上の海域毎にさまざまであり，東太平洋では小さく，西太平洋
では大きい．これには大気海洋循環系の変動が関わっており，北米のSan
Franciscoと南米のAntofagastaおよび西太平洋の.PagoPagoの潮位計のデータに
は，太平洋の東と西の間で海水面がシーソーのように数年ごとに上下するエル
ニーニヨ・南方振動(ENSO)の影響もみられる.1982～83年と1997～98年が

顕著なエルニーニョの年であったことを考慮して,AntofagastaとPagoPagoの
潮位計のデータを,図２のＡ～Ｄの４つの中から，それぞれ１つずつ選び，そ
の理由を述べなさい．（あわせて１５０字程度）
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